
 
 

小構造物標準設計図集

平成２５年４月 

中国地方整備局 





 
 

使用上の注意事項 

１．一般事項 

(1)本標準設計図集の使用に当たっては,次の点に注意されたい｡ 

① 施工場所を明示するための平面図は,別途作成する必要がある。 

② 標準図に材料表を示していないものは,工事数量総括表において材料及び数量を 

明示すること｡ 

③ 参考図については,一般的な構造を示したものであり,使用にあたっては現場条 

件等を考慮して構造図を設計図書に明示すること｡ 

(2)プレキャスト製品の使用にあたっては,現場条件(設計条件)に適合した製品を使 

用するものとする｡ 

２．図面 

(1)コンクリートについては,下記仕様とする｡ 

図の表示 
呼び強度 

（N/㎟） 

粗骨材 

最大寸法 

(㎜) 

スラ 

ンプ 

(㎝) 

水セメン 

ト  比 

(%以下) 

単位セメ 

ント量 

(kg/㎥以上) 

空気量 

(%) 

セメント 

の種類 
備考 

σ28=18N/㎟ 18 40 8 60 ― 4.5±1.5 高炉B 1号 

σ28=24N/㎟ 24 20又は25 8 55 ― 4.5±1.5 高炉B 2号 

(2)鉄筋の規格については、ＳＤ３４５を標準とする。（プレキャスト製品は除く） 

(3)基礎砕石等に再生材を使用する場合は,設計図書に記載すること｡ 

(4)寸法は何もことわっていない場合は,全て㎜単位である｡ 

(5)記号の( )書きの記入は,次のとおりとする｡ 

例) 小段平張工(Ｎ1.5) 

Ｗ＝1.0ｍの場合 

ＭＰ―１－１―Ｗ1000 

 

歩車道境界ブロック(Ｍ０) 

Ｈ＝200の場合 

ＢＢ―１－１(200) 

※ ( )の前が英字の場合( )は付けなくてよい｡ 

























 
 

護岸基礎矢板用(1:2.0) 

記  号 ＰＢ－２－１－１，ＰＢ－２－１－２ 

基礎材有:ＰＢ－２－１－１ 

基礎材無:ＰＢ－２－１－２ 

 

ＰＢ－２－１－１ 

ＰＢ－２－１－２ 

１０ｍ当り材料表 

材 料 規  格 単位 数 量 備    考 

コンクリート σ28＝24Ｎ/㎟ ㎥ 3.150  

型   枠  ㎡ 14.931  

基 礎 材 C―40又はRC―40 ㎥ 1.600 ＰＢ－２－１－２の場合不要 

目 地 板 ｔ＝10㎜ ㎡ 0.315  

鉄   筋 ＳＤ３４５ kg 156.200  

鋼 矢 板 
   

別途計上 

－12－ 















































































 

 

１４．現場打側溝床版 

現場打側溝床版 (車道横断部) 

鉄 筋 配 筋 表                   ※鉄筋の材質はＳＤ３４５とする｡ 

記  号 溝幅 蓋厚ｈ R1(D13)間隔 R2(D13)本数 R3(D13)間隔 グレーチング蓋寸法 

FL-l-lb(   ) B300 160 8.5㎝ 8本 8.5㎝ 

通称 長 幅 

1,000×400用 

FL-l-2b(   ) B400 160 7.5㎝ 10本 7.5㎝ 1,000×500用 

FL-l-3b(   ) B500 160 6.5㎝ 10本 6.5㎝ 1,000×600用 

注)グレーチング蓋は、横断側溝用としボトルによる固定を行うこと｡ 

－51－ 



 

現場打側溝床版 (路側部) 

鉄 筋 配 筋 表                   ※鉄筋の材質はＳＤ３４５とする｡ 

記    号 溝幅 蓋厚h R1(D13)間隔 R2(D13)本数 グレーチング蓋寸法 

  FL-2-1b( ) B300 130 9.O㎝ 4本 

通称  長 幅 

1,000×400用 

FL-2-2b(  ) B400 130 8.O㎝ 5本 1､000×500用 

FL-2-3b(  ) B500 150 9.O㎝ 5本 1,000×600用 

注)グレーチング蓋は、原則ボルト固定又はピン方式とし、短期対策としては、ストッパー
対応も可能とする。 

－52－ 



 

現場打側溝床版 (歩行者、軽車両用) 

鉄 筋 配 筋 表                   ※鉄筋の材質はＳＤ３４５とする｡ 

記    号 溝幅 蓋厚h R1(D13)間隔 R2(D13)本数 グレーチング蓋寸法 

  FL-3-1b( ) B300 100 15.O㎝ 4本 

通称  長 幅 

1,000×400用 

FL-3-2b(  ) B400 100 15.O㎝ 4本 1､000×500用 

FL-3-3b(  ) B500 120 15.O㎝ 4本 1,000×600用 

注)グレーチング蓋は細目対応でボルト固定を原則とする。（T-2以上） 
短期対策として、クリップ又はストッパー対応も可能とする。 
官民境界の出入口部については、請願工事マニュアル（案）を参照にすること｡ 

－53－ 

























 
 

２０．防護柵(車両用)基礎 

防護柵(車両用)基礎(新設コンクリート基礎) 

記 号 ＧＢ－１－１(  ) 
(  )内にガードレールの規格を記入する。 

※ コンクリート設計基準強度は18Ｎ／㎟とする｡ 

ＧＢ－１－１(  ) 

１ケ所当たり材料表 

記号 

鉄筋材料表 

上側鉄筋(R1) 下側鉄筋(R2) 鉄筋重量 

ＳＤ３４５

(kg) 鉄筋径 長さ(㎜) 本数 重量(kg) 鉄筋径 長さ(mm) 本数 重量kg 

ＧＢ－１－１Ａ Ｄ13 1,490 2 2.965 Ｄ13 1,490 1 1.483 4.448 

ＧＢ－１－１Ｂ Ｄ13 1,490 1 1.483 Ｄ13 1,490 1 1.483 2.966 

ＧＢ－１－１Ｃ Ｄ13 1,490 1 1.483 Ｄ13 1,490 1 1.483 2.966 

 

 

 

ＳＤ３４５

ＳＤ３４５

ＳＤ３４５

ＳＤ３４５

 

－65－ 
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